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　誕生して25周年を迎えたコンピユーターを動かす
基本ソフトLinuxが主題です。フィンランドの大学
生リーナス・トーバルズさんがインターネット上に、
こんな基本ソフトを作ってみたけれど、試しに使っ
てみてくれませんか、と世界中の人々に向かって投
稿したことに始まります。1991年8月の事でした。
当初は学生のお遊び程度の能力しかなかった基本ソ
フトだったのですが、世界中のプログラマーがボラ
ンティアで、その改良に時間を費やしたのです。す
べての改良作業並びに意見交換はインターネット上
で行われました。全てが公開されたプログラム、と
いう意味でオープンソースと呼ばれます。一社が独
占的に開発するのでなく、衆人監視のもとで世界中
の人々が力を合わせて改良、発展させていくこうし
た取り組みは、あらゆる分野で世界中に大きな影響
を与えました。オープンソース運動と呼ばれます。

　20世紀末において、21世紀に生き残る基本ソフト
はウィンドウズとLinuxだけだと言われ、実際その
通りになりました。パソコンの90%以上でウィンド
ウズが走っている点だけを見ればLinuxは完全に敗
北しているのですが、実はLinuxはウィンドウズに
勝利したとも言えるのです。世界中の携帯電話の
90%以上を動かしているのはアンドロイドという基
本ソフトですが、これはLinuxをグーグルが改良し
たものだからです。

　そして今や世界中のスーパーコンピューターを動
かしているのはLinuxであり、ニューヨークにおい
ても東京においても証券取引所で膨大な売買の処理
を瞬時に行っているのもLinuxなのです。

　ではなぜ世界中のプログラマーがLinuxを改良し
続けてきたのか。改良作業それ自体には一銭の報酬
もありません。自分が改良したプログラムが採用さ
れ、世界中の人々がそれを利用していることを知っ
た時の全世界に貢献できたという、その実感がたま
らなかったのですと、ある日本のプログラマーが述
べています。

「週報作成をLinux化して」、と題して2002年に私
はロータリーの友誌に投稿しました。我がクラブに
おける週報作成の取り組みを、わかりやすく説明し
たのです。会報委員の1人として週報の作成に携わ
った時、何の見返りもないのに得られた貢献感の大
きさに驚いた方も多いはずです。共同体に貢献でき
たという実感、人生における究極の目標であるとす
る、アドラーの言う共同体感覚とは、まさにこのこ
となのです。

2月のプログラム

1219回 12:30
02月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑤
(地区補助金の使い方)　ﾛｰﾀﾘｰ財団
100周年シンポジウム報告 理事会⑧

1220回 12:30
02月16日(木)

12:30-14:00 ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 
職場見学　赤武ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 
            会場変更　時間延長

1221回 14:00 
02月26日(日)

ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙﾊﾟﾃｵﾝ　静岡第3区IM　
富士宮RC　会場・曜日・時間変更

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 27名）
例会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1218 回 25 名 22 名 -   88.00 % 

1216 回 25 名 20 名 2名   88.00 %

●欠席者 (3名)

　 久松　但、成田みちよ、渡邉勝也

●他クラブへの出席者

　名古良輔、杉山真一、渡邉勝也、永井克彦

　　　　　　　　　　　(1/29　職業奉仕セミナー)

　宮島賢次（1/29　米山梅吉記念館運営委員会）　

　久松　但

（1/30　愛知ロータリーEクラブ、

　　　　　　　ワールド大阪ロータリーEクラブ）

　重光　純（1/30　沼津柿田川RC）　 

●スマイル報告 (本日のスマイル　19,000 円)

1.宮口雅仁：誕生日のお祝いありがとうございます。
2.鶴田龍聖：癇癪（かんしゃく）のくの字を捨て、
ひたすら、感謝で１年過ごします。
3.宮島賢次、4.鈴木和憲：家族の誕生日のお祝いあ
りがとうございます。
5.名古良輔、6.鈴木良則：職業奉仕セミナー報告、
宜しくお願いします。
7.永井克彦：1月29日に職業奉仕セミナーに出席しま
した。本日少しだけ、報告させて頂きます。
8.名古良輔：1月は109㎞走りました。これで23ヶ月
連続100Km走、達成しました。
9.鶴田龍聖；所用につき、早退させていただきます。

会　　　長 名古良輔 幹　　  事 土屋昌之

広報委員長 上野祥行 編　集　者 杉山真一

人類に奉仕するロータリー人類に奉仕するロータリー

◆◆第 1218 例会　会長挨拶◆◆

2016～2017年度

第 26巻 26号
2017年2月 02日

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com

■■　本日のプログラム　■■ 

■　職業奉仕セミナー報告  ■

● クラブテーマ ●
入会し　みんな幸せ　ロータリー

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報
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幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等

①新富士RC
 2月07日(火)特別休会
 2月14日(火)通常例会　於：常葉大学

2.報告・連絡事項

①次週は、理事会がありますので、理事の方は出席又協
議資料の提出をお願いします。
②2月のロータリーレートは1ドル=116円です。
③三島西RCとせせらぎ三島RCより。4月1日より例会場が
ブケ東海三島より呉竹に変更になります。
④2月18日(土)午後6時より実践卓話入門を行います。出
席できる方は幹事まで連絡下さい。

臨　時　理 事 会 報 告

協議事項

①鶴田君より会員推薦書が提出された件
被推薦者が標準ロータリークラブ定款の職業分類と
会員資格の条件を満たしていることを確認承認する
ものとする。以後、田村会員増強維持委員長が、ロ
ータリー情報の説明をするものとする。その後会員
に入会許諾を問うものとする。

職業奉仕セミナー報告

　　　　　職業奉仕セミナーの開会式の様子

　　　　　　　　　　　奉仕プロジェクト委員会
　　　　　　　　　　　　　　副委員長　　杉山真一

　今回のセミナーは、3年未満の入会者も出席対象にな

るという事で当クラブ内に数名いる対象者の中から永井

さんと渡辺勝也さんと、名古会長の3名で　先日、1月29

日の日曜日　静岡市内にあるグランシップ11階で行われ

ました、職業奉仕セミナーに参加してまいりました。

　今回のセミナーは、第2740地区　ガバナーエレクト 

佐賀南RC　駒井秀基さんを講師に講演内容は、「職業奉

仕の源流を訪ねて」という内容で職業奉仕セミナーとし

ては初めて大規模な403名の出席者で行われ研修アドバ

イザーとして挨拶された積パストガバナー自身も、

これだけ大勢が参加する職業奉仕セミナーに出席す

るのはロータリーに入って初めてだという事でした。

 

講演の要旨として

＊ロータリーとは何者なのか

＊なぜ職業奉仕が大切と考えられるのか

＊職業奉仕と社会奉仕との違いについて

＊なぜロータリーはI SERVEと言われながらWE SERVEを

しているのか

＊4つのテストの意味

＊今後はどうあるべきなのか

を中心にパワーポイントを使用して軽妙に講演された。

特に印象に残ったものとして、

ロータリーの 2つのモットー

HE PROFITS MOST WHO SERVES BEST

職業のﾓｯﾄｰ 利益適正配分による事業発展と倫理高揚

SERVICE ABOVE SELF

社会奉仕のモットー

弱者に涙する人道主義的活動

4つのテストの別の訳

①事実かどうか？

②すべての取引先に対して公正かどうか？

③信用を高め取引先をふやすかどうか？

④すべての取引先に利益をもたらすかどうか？

今回の、セミナーを講師の駒井先生の話などを聞いて思

ったことは、ロータリアンの職業繁栄があってこその、

様々な奉仕活動や寄付行為であると、職業奉仕の本来の

目的や職業奉仕こそロータリーの根幹であると力説され、

自分としても大いに刺激を受けた充実した時間でした。

　　　　　　　　　入会3年未満の会員として参加した
　　　　　　　　　　　　　　　　永井克彦君

　1月29日に静岡市のグランシップで開催された職業

奉仕セミナーに参加しました。プログラムのメイン

であった駒井DGEによるご講演は内容も濃く、大変興

味深く拝聴する事が出来た一方で、職業奉仕はもと

より、私自身のロータリー全般に関する知識の未熟

さを痛感し、今後の対応について改めて考える良い

機会となりました。本公演のビデオが当クラブにも

配布されると聞いておりますので、皆さんも機会を

見つけて視聴されたらと思います。
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　今日は20世紀アメリカ文化の象徴と言われる映画
の都ハリウッドの話です。ハリウッドの映画関係者
がトランプ大統領に異議を唱えています。理解する
には、やはり歴史的背景を知ることが必要です。

　20世紀は映像の世紀と言われます。20世紀初頭ア
メリカに渡った映像技術は、特許をめぐる争いが発
端となり、エジソンを中心とした当時の大手製作者
などがカルテルを形成し、中小の製作者に高額な特
許料を請求していました。そこで目の届かぬ土地に
出かけて映画を制作しました。中でもロサンゼルス
一帯は気候もよく、映画の撮影には理想的なうえメ
キシコに近く、大手側の追っ手から国境を越えて逃
げることができたのです。こうしてハリウッドは夢
の都となったのです。

　ハリウッド史上最高の映画は何か、という問いに
多くの関係者が、第19回（1946年度）アカデミー賞
の作品、監督賞など7部門を受賞した「我等の生涯
の最良の年」を上げます。第二次世界大戦の復員兵
士たちの社会復帰への苦悩をテーマにしたこの作品
こそ、時代の精神を最もよくとらえ、アメリカ的価
値観を映し出しているという理由からです。この作
品の生みの親であり、伝説的な独立プロデューサー
として映画界に名を残すサミュエル・ゴールドウィ
ンの生涯を知ることは、ハリウッドの理解には不可
欠です。

　当初、怪しげな映像を見せることで金を得ていた、
得体の知れぬ「異端」の文化とみなされた映画を最
初から支持したのは、アメリカ社会の底辺にいた階
層、つまり旧大陸から夢を求めてやってきた後発の
移民たちでした。彼もそうした一人だったのです。

　ゴールドウィンは19世紀末、ポーランドのワルシ
ャワにあったユダヤ人地区で生まれました。15歳の
時、父親が43歳で亡くなります。ゴールドウィンは
ワルシャワを離れ徒歩で約800キロ離れたドイツの
ハンブルクにたどり着き、ロンドンに渡って、さら
にバーミンガムまで200キロ歩き続けました。短い
バーミンガム滞在の間、ゴールドウィンは必死に英
語を勉強しました。生き残るために必要だったから
です。その教科書の中のベンジャミン・フランクリ
ンの言葉から受けた感動を彼は終生忘れませんでし
た。

　アメリカでは、人は知らない人間を見ても「彼は
何者だとは訊かない。彼には何ができるのか？」と
尋ねる。

　ゴールドウィンがニクソン大統領に語った言葉が
残っています。

「だれでも負けることがある。でも人生とは、油を
塗った柱をよじ登ろうとしているようなものだ。大
事なのは生き残ること。ゲームの最後にきて、51％
のリードを保っていたら、あなたは天才ですよ」

2月のプログラム

1220回 12:30
02月16日(木)

12:30-14:00 ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 
職場見学　赤武ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 
            会場変更　時間延長

1221回 14:00 
02月26日(日)

ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙﾊﾟﾃｵﾝ　静岡第3区IM　
富士宮RC　会場・曜日・時間変更

3月のプログラム

1222回 18:30
03月02日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　沼津柿田川RC合同
例会　ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会 時間変更

1223回 12:30
03月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
（継続事業との関わり方） 
ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会  理事会⑩

1224回 12:30
03月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ活動
報告　   加藤学園高校

1225回 12:30 
03月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 26名）
例会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1219 回 26 名 23 名 -   88.46 % 

1217 回 26 名 22 名 2名   92.31 %

●ビジター　
  原川　篤様：沼津北RC
●欠席者 (3名)
　井上武雄、神尾栄一、鈴木博行
●他クラブへの出席者
  鈴木博行（2/7　沼津北RC）
●スマイル報告 (本日のスマイル　20,000 円)
1.芹澤貞治、2.渡邉勝也：家族の誕生日のお祝いあ
りがとうございます。
3.頴川ゆう子：入会記念日のお祝いありがとうござ
います。
4.名古良輔、5.杉山真一：ロータリー財団クラブフ
ォーラム、植松委員長、お願いします。
6.植松　正：本日のフォーラム宜しくお願いします。
7.土屋昌之：渡邉勝也君、復帰、おめでとうござい
ます。
会　　　長 名古良輔 幹　　  事 土屋昌之

広報委員長 上野祥行 編　集　者 上野祥行

人類に奉仕するロータリー人類に奉仕するロータリー

◆◆第1219 例会　会長挨拶◆◆

2016～2017 年度

第26巻 27号
2017 年 2月 9日

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com

● クラブテーマ ●
入会し　みんな幸せ　ロータリー

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報

       ■■　本日のプログラム　■■ 
■ クラブフォ－ラム⑤（地区補助金の使い方）
ロータリー財団100周年シンポジウム報告 ■
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8.鈴木良則：お寒うございます。
9.鶴田龍聖：4か月、無事、留守番が出来ました。感
謝します。
10.渡邉勝也：先週は欠席いたしまして、申し訳ござ
いませんでした。
11.久松　但：米山梅吉記念館県監査の為、早退しま
す。
12.下原満知子、13.頴川ゆう子、14.永井克彦：所用
につき、早退させていただきます。

幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等
①ございません
2.報告・連絡事項
①本日は、理事会があります。理事の方はよろしくお
願いします。
②次週16日（木）は、職場見学です。12:30からニュ
ーウェルサンピア沼津にて例会、食事。その後、バス
にて赤武に移動し、14:00頃まで職場見学です。
③次々週は、2月26日（日）に例会変更で、IMです。
バスは、沼津駅10:30、原駅入口（JA青空市前）10:55
出発です。昼食は各自でご準備お願いします。
（12:00現地着　12:45開会点鐘　16:10懇親会）

理 事 会 報 告

1, 報告事項
・鶴田君推薦の入会予定者に関する途中経過報告
・IACとのマムへの贈呈式について。IACから連絡がな
いため再度、案内しました。

2, 協議事項
①3月度のプログラムの件　クラブ管理運営委員長 
　宮島賢次君　⇒　承認
②3・4月の座席の件　SAA芹澤和子君
　入会年月の順とする　⇒　承認
③沼津柿田川RCとの2クラブ合同例会の件　クラブ管 
理運営委員長　宮島賢次君
　会場　ニューウェルサンピア沼津
　予算　原案のとおり ⇒　承認
④地区分区再編成について   
　2620地区より分区再編成の提案有り。分区数が現在 
の11から8に変更案。
当クラブ所属の第3分区が第2分区になる。分区内のク
ラブ編成は変更なし。⇒　承認
⑤沼津RC65周年記念式典出席の件
　3月17日(金)に行われる式典に、会長・幹事出席。
祝儀を支給する。⇒　承認
⑥NPO法人国際ロータリー日本青少年交換委員会が他 
地区合同奉仕活動であることを承認する件　⇒　承認
⑦室伏君退会の件
　1月26日付退会届が提出されました。事情をふまえ
下期年会費は免除とする。⇒　承認

ロータリー財団 100周年シンポジウム報告
 

名古良輔君　
　日本ロータリー学友会主催に
よるロータリー財団100周年記
念シンポジウムが、昨年11月27
日に開催されました。

　シンポジウム実行委員長の田中栄次郎氏は、「日本
では1950年に最初の国際親善奨学生を送り出しました。
これまで第二期生の緒方貞子氏をはじめ、数々の人道
支援、難民支援に携わる学友を国際社会に送り出して
います。それらの学友たちの中から、世界で最も厳し
い状況にある難民や紛争の地域から、シンポジストと
して5名の学友が参加してくれました。このシンポジ
ストからじかに話をお聞きいただき、過去60年余にわ
たる日本のロータリアンの営々とした財団への支援が、
国際社会への貢献として結実しているということを知
っていただきたいと思います」と述べています。
  ジャーム会長の挨拶に続いて、「ロータリー財団 
100 周年学友世界人道奉仕賞」が緒方貞子氏（1951 
年2580 地区：東京 RC ）に贈られました。
　続いて、シンポジウムが開催され、五名のシンポジ
ストが活発な議論を繰り広げました。
　シンポジストは、海外の紛争地帯などで、難民の支
援や紛争解決などの分野で活躍する財団学友の皆さん。
この日のために忙しい仕事の合間を縫って帰国してく
れました。

クラブフォーラム（地区補助金の使い方について）

ロータリー財団委員長 

　植松 正君 
　本日のクラブフォーラムは、地
区補助金の使い方について、現
状認識と今後の課題について議
論しました。

　まず初めに、地区補助金の概要を説明。具体的には、
配分は総事業費の50%を上限とし、クラブの上限額が
設定されていて、当クラブの規模であれば20万円であ
ることや、事業内容には制約事項があることなどにつ
いて触れました。
　それから、次年度の申請スケジュールについて提出
期限は4月28日であり、3月中にはプロジェクトの概要
を決定する必要がある旨、説明をしました。
　続いて、当クラブにおける過去3年間の事業内容な
らびに補助金の受領実績を発表した後、会員の現状認
識についてヒアリングを行いました。 
　大半の会員は、補助金制度や当クラブが小学生のサ
ッカー大会を支援しているとの認識はあるものの、実
際のところ大会運営に関わった会員は少数で、大会に
対する認知度が非常に低いなどの問題点が浮き彫りに
なりました。
　今後については、当面サッカー大会への支援を継続
せざるを得ないものの、サッカー協会との連携を密に
し、運営方法について改善する必要があるという認識
が共有されました。　　　　　　　　　

　
頴川（　③　） 井上（　③　） 神尾（２，１） 宮口（　③　） 本村（　２　）

田村（　③　） 土屋（　③　）

植松（　③　） 上野（　２　）

-------------------------1月分出席一覧 -----------------------

久松（２，１) 宮島（③）+１

室伏(　休会　) 永井(２，１) 名古(③)+１ 成田(　２　) 芹澤和(　③　) 芹澤貞(　③　) 重光(２，１）

下原(　２　) 杉山（③）+１ 鈴木博(　③　) 鈴木和(　③　) 鈴木良(　２　)

鶴田(　③　) 渡邉勝(１，１) 渡邉亀(2,免除) 山本　(　③　)

例会出席％　　85 . 71 　% 地区報告％     92 . 21　　%

氏名(ホームクラブ出席数、他クラブ出席数)＋超過出席数。丸数字はホームクラブ出席100%を示す。
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　今日は家電のお話ですが家電が主人公ではありま
せん。2017年1月初めに米ラスベガスで開催された
デジタル家電見本市の「CES」。この見本市で直接
出展はしていないにもかかわらず、一番の存在感を
見せたのが、実はアマゾンだったのです。音声アシ
スタント「アレクサ」を搭載したアマゾンの「エコ
ー」スピーカーは、2015年7月の米国内での発売以
来、これまで数百万台が販売され、昨年末のクリス
マス商戦では予想以上の売れ行きで品切れを起こし
たほどでした。加えて、エコーに組み込まれた音声
認識機能である「アレクサ」に対応させた製品を、
すでに7000社以上の企業が開発中です。

　直径8センチ、高さ23.5センチの、この円筒形の
製品はWi-Fiでインターネットに接続され、音声の
指示に従って、様々な家電製品を制御するのです。
音声を認識してから反応するまでに2秒掛かってい
たものを、一秒以内にしろ、という最高経営責任者
ジェフ・ベゾス氏の厳命を実現しました。このエコ
ーで家電を制御するプログラムなどを公開し、アマ
ゾンは多くの企業に、その採用を呼びかけています。
ライセンスで儲ける戦略を取っていません。

　アマゾンにしてみれば、結果としてエコーを用い
た通販の業績が向上すれば良い、と判断しているの
です。具体的には、エコーに向かって「空調を入れ
て部屋の温度を20度にしてくれる」と話しかけても
良いし、「テレビをつけてNHK総合に繋いでくれる
」と話しかけてもよいのです。

　エコーはスピーカーを内蔵しています。そしてア
マゾンは音楽配信サービスも、書籍の朗読サービス
も手がけています。こんなことが可能になります。

　今夜の気分には、これだ。「ナット・キング・コ
ールのモナリザを掛けて」

　「村上春樹のノルウェイの森が読みたいから、朗
読してくれる？」

　アマゾンのビデオ配信サービスでは、どこまで映
画を観たかはアマゾンのコンピューターに記録が残
っていますので、途中で観終わっても、その箇所か

ら観始めることができます。朗読も同じです。これ
は便利です。

　他社がアレクサ対応製品を続々と発表したため、
「今回の見本市での勝者はアマゾン」だ、と業界関
係者が発言するのも、うなずけます。いわば生活サ
ービス全体を統括する基本ソフトとして、パソコン
業界におけるマイクロソフトの地位をアマゾンが占
めるのではないかとさえ、囁かれています。そして
エコーが日本にやってくる日も、そう遠くないので
す。黒船が近づいています。

2月のプログラム

1221回 14:00 
02月26日(日)

ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙﾊﾟﾃｵﾝ　静岡第3区IM　
富士宮RC　会場・曜日・時間変更

3月のプログラム

1222回 18:30
03月02日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　沼津柿田川RC合同
例会　ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会 時間変更

1223回 12:30
03月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
（継続事業との関わり方） 
ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会  理事会⑩

1224回 12:30
03月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ活動
報告　   加藤学園高校

1225回 12:30 
03月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 26名）
例会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1220 回 25 名 21 名 -   84.00% 

1218 回 25 名 22 名 1 名   92.00%

●欠席者 (4名)
　本村文一、永井克彦、成田みちよ、下原満知子

●スマイル報告 (本日のスマイル　15,000 円)
1.井上武雄：家族の誕生日のお祝いありがとうござ
います。
2.名古良輔：職場見学、久松さんお世話になります。
3.久松　但：職場見学、よろしくお願いします。

会　　　長 名古良輔 幹　　  事 土屋昌之

広報委員長 上野祥行 編　集　者 上野祥行

人類に奉仕するロータリー人類に奉仕するロータリー

◆◆第 1220 例会　会長挨拶◆◆

2016～2017 年度

第 26巻 28号
2017 年 2月 16日

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com

● クラブテーマ ●
入会し　みんな幸せ　ロータリー

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報

    ■■　本日のプログラム　■■ 
■ 職場見学　赤武ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) ■
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4.鈴木良則：職場見学に出席できません。
5.杉山真一、6.鈴木和憲：女性会員の皆様、バレン
タインのチョコレートありがとうございました。
7.鶴田龍聖：本日は、女性会員の皆様チョコレート
ありがとう。更なる活躍を祈ります。
8.M.Eテーブル：M.Eテーブル会の残金です。
9.重光　純、10.芹澤和子、11.渡邉勝也、12.神尾栄
一：所用につき、早退させていただきます。

幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等
①沼津北RC
　2月21日(火)移動例会（香貫山大漁桜捕植）　
　MU受付11:30～12:30
②富士宮西RC
　2月24日(金)→26日(日)静岡第3分区IMに振替
③沼津RC
　2月24日(金)→26日(日)静岡第3分区IMに振替
　MU受付11:30～12:30　沼津リバーサイドホテルに
て
④富士山吉原RC
　2月23日(木)特別休会
　MU受付11:30～12:30　ホワイトパレスフロント

2.報告・連絡事項
①次週は2月26日（日）に例会変更で、IMです。バス
は沼津駅10:30、
原駅入口（JA青空市前）10:55出発です。昼食は各自
でご準備お願いします。（12:00現地着　12:45開会
点鐘　16:10懇親会）

職場見学　赤武エンジニアリング(株)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

  

職奉仕プロジェクト委員会 

久松但君 

  奉仕プロジェクト委員会の職業奉仕活動として、
職場見学を実施しました。
　職場見学は、他の企業の業務に対する取組みや工
夫などを学び、自身の会社での業務に役立てること
を目的として実施しています。
  今回は、東椎路の赤武エンジニアリング株式会社
を訪問しました。
  最初に、社長の赤堀肇紀様から会社の概要・沿革
・経営理念・業務内容について、パワーポイントと
を使って説明をして頂きました。
  当社の主要製品である「粉体ハンドリング製品」
が、どのようなものであるか最初はわかりませんで
したが、動画での説明で少しわかったような気がし

ました。
　液体と違って、粉体が非常に取り扱いが難しいこ
となど、なるほど！と思うこともたくさんありまし
た。説明を受けた後、4つのグループに別れて工場を
見学しました。
  工場では、受注生産のみの組立加工を行っている
ということで、いくつかの製品を拝見することがで
きました。また、外注先からの部品や材料などは、
良く整頓されて保管されていました。
  工場見学終了後玄関で集合写真を撮り、ニューウ
ェルサンピア沼津のバスで例会場に戻り解散しまし
た。
　赤武エンジニアリングの役員・従業員の方々には、
説明・案内など丁寧に対処して頂き、とても感謝し
ています。

職場見学風景
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　今日は静岡第三分区のIM です。

 「IMとはＩＭ (Intercity Meeting) / 都市連合会
の略称。近隣都市数クラブが集まって開かれるロー
タリーの会合。討論の主な内容は、４大奉仕部門を
カバーしつつ、ロータリーの特徴やプログラムなど
を検討する。クラブ会員､全員参加のこの会合の目
的は、会員相互の親睦と知識を広めることであって、
さらに、会員にロータリー情報を伝え、奉仕の理想
を勉強するために開催される。決議や決定はない。
IMへの出席はメークアップとなる。分区単位で、ガ
バナー補佐が主催して開かれる」と、あります。
富士、富士宮のクラブの皆さんとも、ご一緒できる
貴重な機会です。今回は富士宮クラブの前島正容ガ
バナー補佐が主催されました。

　クリスタルホールパテオンにおいて12:45点鐘で
開始されました。式典では、生子ガバナー、須藤富
士宮市長を初め来賓の祝辞の後に、大澤会長のユー
モア溢れる歓迎の言葉をいただきました。太田次期
のガバナー補佐、そして次期ホストクラブの紹介が
あり、同行した沼津柿田川クラブの会長・幹事さん
も緊張の面持ちでした。

　13:50からの第二本会議　記念事業発表では、新
しく設立された富士宮高校会議所の活動報告、富岳
館高校研究発表、滋賀県立八幡商業高校プロジェク
ト発表などがあり、若い世代の皆さんの元気な取り
組みが、とても印象的でした。長きに渡り青少年活
動を応援してきた富士宮クラブらしいプログラムと
思いました。第三分区9クラブの活動を、それぞれ
のクラブが3分でまとめたビデオを放映しました。
意外と知らない近隣クラブの活動を再認識しました。
支援金の贈呈の後に、閉会の点鐘が行われました。

　16:10分からは、懇親会でした。9クラブの会長が
アスルクラロ沼津のTシャツを着て壇上に上り、高
橋PGの乾杯となりました。バレエあり大道芸ありで
楽しいひと時でした。懇親会では、亡くなられた髙
崎PGの奥様とお話をすることができました。私自身
がガバナー補佐を務めた2006-7年度の思い出の中で
も富士宮クラブの訪問は、とても印象的でしたが、
お元気だった髙崎博次パストガバナーと奥様が、訪
問時にとても暖かく歓迎していただいた記憶が鮮明
だったのです。その時の様子をお話すると、奥様自
身も懐かしそうに当時を振り返られていました。PG
が各クラブを訪問する時は、必ず同行されたそうで、
自分自身も心のなかではロータリアンなのです、と
奥様はお話されていました。

　帰りのバスの中での沼津柿田川RC大石会長の、い
つになく緊張した面持ちの挨拶からは、いよいよ来

年は自分のクラブの番なのだ、という強い思いを感
じました。木曜日には、二クラブ合同例会が待って
います。あっという間の一日でした。

3月のプログラム

1222回 18:30
03月02日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　沼津柿田川RC合同
例会　ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会 時間変更

1223回 12:30
03月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
（継続事業との関わり方） 
ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会  理事会⑩

1224回 12:30
03月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ活動
報告　   加藤学園高校

1225回 12:30 
03月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 26名）
例会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1221 回 26 名 17 名 -   65.38 % 

1219 回 26 名 23 名 2 名   96.15 %

●欠席者 (9名)
久松　但、井上武雄、宮口雅仁、本村文一、成田み
ちよ、芹澤和子、下原満知子、鈴木良則、渡邉勝也 

幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等
①沼津北RC
　2月28日(火) 静岡第3分区IM　振替休会　
  MU受付　11:30～12:30
②新富士RC
　2月28日(火) 静岡第3分区IM　振替休会
③沼津柿田川RC
　2月27日(月)→26日(日)IM(ｻｲﾝのみMU受付有り)
④富士宮RC
　2月27日(月)→26日(日)IM

2.報告・連絡事項
①次週はニューウェルサンピア沼津にて2クラブ合
  同例会で、夜間例会です。バスは沼津駅北口
  17:30→原駅17:50です。

会　　　長 名古良輔 幹　　  事 土屋昌之

広報委員長 上野祥行 編　集　者 上野祥行

人類に奉仕するロータリー人類に奉仕するロータリー

◆◆第1221 例会　会長挨拶◆◆

2016～2017年度

第26巻 29号
2017年2月 26日

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com

● クラブテーマ ●
入会し　みんな幸せ　ロータリー

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報

    ■■　本日のプログラム　■■ 
■ 静岡第3区IM 富士宮RC ■
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　　   静岡第3区IM　富士宮RC

クリスタルホールパテオン式典会場にて集合写真 

  第一本会議：式典

 
 
 
 
 
 
 
 

 
　前島ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐挨拶　　 　富士宮RC　大澤会長
　　　　　　　　　　　　　　　　歓迎の言葉

　生子哲男ガバナー挨拶　 太田次期ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐挨拶 

　

　次期ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ(沼津
　柿田川RC)大石会長挨拶 

　
　第二本会議：記念事業発表

 
 

指出昌秀IM実行委員長　　　
　記念事業趣旨説明　　　

 

富士宮RCが支援している青少年の活動報告

静岡第３分区　９クラブ活動報告
沼津西RC　活動内容紹介（製作者:重光純君）

　懇親会

９クラブ会長が登壇して、
高橋パストガバナーによる乾杯の発声

　アトラクション（バレエ、大道芸）

懇親会風景　最後は『手に手つないで』




